
今、世界は「広い視野」を失っているのではないでしょうか？ 大気汚染、地球温暖化、海洋プラスチック問題、コロナウイ

ルス、資源・エネルギー不足、ウクライナ戦争…、これらは、人間が地球で引き起こした帰結という文脈で、

すべてつながっています。人類は地球だけでは飽き足らず、宇宙開発にも躍起になっています。日本の新型

ロケット発射のニュースも記憶に新しいですね。

ガイア理論は、「地球の自然環境と生物が相互に影響を及ぼし合いながら、自己調節システムを作り上げ

ている」というもので、ラヴロックが1960年代に提唱したものでした。科学的な根拠に乏しく、環境に

及ぼす影響も不十分な理論と言われていますが、その根底にある「地球を一つの生命体」とみる考え方は、

今なお科学のみならず文学や芸術の世界にも多くの影響を与えています。

ラヴロックは、地球から宇宙を見るのではなくて、宇宙の側から地球に生命体がいることを探知する方法を

考え、「広い視野で複合的な問題に取り組むべき」というメッセージを残して、昨年この世を去りました。

今は宇宙から地球を見て、何を思っているのでしょうか？

昨年、弊社が加入している「一般社団法人全日本機密文書

裁断協会」では顧客満足度アンケートを実施しました。

協力していただいた皆様には、心より御礼申し上げます。

ネット社会・業務のデジタル化が進む中で、個人情報の

管理の重要性はますます高まると認識しております。

お客様の幅広いご意見をもとに、より一層のサービス向上に

役立てたいと考えております。今後とも、どうぞよろしくお願

いいたします。

「すべての成熟は早すぎるよりも遅すぎる方がよい。」数学者の岡潔の言葉

です。いまは、とにかく、国も人もあまりに成熟を急ぎすぎています。同じ

「遅い」でも、判断や決断は遅ければいいというわけではありません。日本

はこの数十年間、大事なことを遅らせてきたように感じます。政治でも外交

でも、学校でも会社でも、そのツケが見えてきたのではないでしょうか？

智光山資源リサイクルセンター

NEWS LETTER
2023

奥富興産株式会社

発行元： 奥富興産株式会社

埼玉県狭山市下広瀬782-2

TEL: 04-2952-3332  

「ごみは社会課題の鏡、リサイクルはわたしたちが豊かな生活を過ごすためのモノサシ。」

URL: http:www.okutomi.co.jp

編集責任者： 奥富 宏幸

編集後記

みなさまの声をお聞かせ下さい
資源物リサイクルを通して、環境保全に貢献することを目指す当社では、サービス向上のためにも皆さまからのご意見、ご要望をお待ちしています。

機密文書裁断サービスに関する「顧客満足度アンケート」の集計結果

春

2015年から古紙を持ち込むたびに10円をユニセフへ寄付し、 世界の子ども達のために役立て

る活動を始めています。 前年度分として、1月11日へ日本ユニセフ協会に96,000円を寄付させ

て頂きました。延べ65,000人以上の方が参加されています。今後もよろしくお願いいたします。

日本ユニセフ協会への寄付ご報告

～前に進むための言葉 “一語一会”～

「希望とは、物事がそうであるから持つものではなく、物事がそうである
にもかかわらず、持つ精神なのです。」-ミヒャエル・エンデ-

※2/28現在

当社への持ち込み1件あたり10円を寄付

ユニセフへの
累計寄付金額

656,820円
※ 

過去のニュース
レターもチェック
できます！

＜本＞ガイアの時代（ジェームズ・ラヴロック）
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